
見られなかった｡この原因として､個体が随伴性

を理解していないと思われる点など､規つかの問

題点が挙げられる｡この点に関して､今後の検討

が必要であろう｡

自由:19
ヤクサルのクー･コールにおける地理的変異

田中俊明 (日本大･文学研究科)

これまでの研究で,屋久島と大平山 (犬山野猿

苑)のヤクザルのクー･コールには明確な地理的

変異があることが分かっている｡本年度の共同利

用研究は,このような地理的変異が形成された発

達過程を解明するための研究の一環として行われ

た｡

平成3年以来.大平山において幼体9頭の音声

収集を行ってきた｡本年度も,継続して幼体9頭

の音声収集を行うと共に,平成6年度に生まれた

新生児2頭の音声収集を行った｡
屋久島においては,平成4年以来P群,T群,
S群の継続調査を続けてきたが,これらの群が原

因不明のまま消滅したり縮小したりしまった｡こ

のため,本年度は,新たにNina-A群及びB群
の個体識別を行うと共に.Nina-A群とB群の
新生児9頭の音声収集を行った｡来年度も引き続

きこれらの個体の音声収集を行うと共に,来年度

生まれる新生児の音声収集を行う予定である｡

今後,各調査地において継続して収集した音声

をもとに.定立的に分析し比較することにより,

地理的変異の形成における発達過程の解明をする

予定である｡

自由:20

非線形ニューラルネットワークモデルによる脳

の情報処理過程の研究

植木浩一郎 (京大･霊長研)

同期的振動現象を起こす非線形なニューラルネッ

トワークのコンピュータシミュレーションを行い､

この非線形ニューラルネットワークの持つ性質を

明らかにした｡このモデルは､速く変化する自己

結合によって､出力のデューティー比や周波数を

変化させ､記憶空間内での大局的な検索を行うこ

とができることが分かった｡また､このモデルは､

遅く変化する結合によって､モデルに与えられた

刺激の時間相関を学習できることが分かった｡こ

れらのモデルの持つ性質から､特定の反応性を持

つ神経細胞が､遅く変化する結合によって形成さ

れ､速く変化する自己結合の効果によって､正確

に外部の刺激が再現されるという機構が､脳の情

報処理メカニズムとして想定された｡また､速く

変化する自己結合と遅く変化する結合の効果は､

温馬などで報告されている実琴データから､それ

ぞれPiaredPulseFaCilitationとLTPに対応して
いると考えられた｡大脳新皮質や海馬などでは､

神経珂路は眉や領域などの構造を持っていること

が知られているので､記憶や思考､行動といった

高次の脳枚能が､どのような神経回路によって実

現されているかを具体的に明らかにしていくこと

が必要であると考えられた｡

自由:21

前頭連合野における複数の位置情報の保持メカ

ニズムの研究

井上雅仁 (京都大･人間･環境学研究科)

前頭連合野のニューロンには､遅延反応課題遂

行時の遅延期間に持続的な活動を示すものが存在

すること､またこれらのニューロンの多くはその

位置に手掛かり刺激が提示されたことにより遅延

期間活動を引き起こす叔適刺激提示位置を持って

いることが示されていて､これらのニューロンが

空間位置の作業記憶に関与していると考えられて

いる｡本研究は､最適刺激提示位置ともう一ヶ所

の手掛かり刺激提示位置を同時に記憶しなければ

ならないとき､前頭連合野のニュ⊥ロンの遅延期

間活動がもう1ヶ所の手掛かり刺激の提示により

影響を受けるのかどうかを調べる目的で行った｡

2頭のサルが遅延眼球運動課題を行っているとき

の前額連合野のニューロン活動を記録し､そのニュー

ロンの最適刺激提示位正を決定した｡その後､最

適刺激提示位置を含む2ヶ所の連続的に提示され

た手掛かり刺激提示位匹とその提示I晩序を遅延期

間に記位しなければならない遅延連続眼球運動課

題遂行時のニューロン活動を記録した｡

125個甲前頭連合野のニ千一ロンを記録し､
28個のニューロンが遅延期間活動を示していた｡

このうち､8個のニェ-ロンは､遅延眼球運動課

題の全ての試行で遅延期間活動を示した､すなわ

ち最適刺激提示位置を持っていなかった｡残りの

-97-



20個のニューロンは､遅延眼球運動課題遂行時

に最適刺激提示位置を持っていた｡遅延連続眼球

迎動課題遂行時には､これらのニューロンのうち

8個のi'ユーロンは最適刺激提示位置に手掛かり

刺激が担示された全試行で遅延期間活動を示L_て

いた｡一方､残りの12個のニューロンでは､最

適刺激提示位置に手掛かり刺激が提示されていて

も､その他の手掛かり刺激がある位置に1番目又

は2番目に提示さ.れたときには遅延期間活動を示
さなかった｡すなわち､最適刺激の提示の前又は

後に碇示されることにより､遅延期間活動の消失

を引き起こす手掛かり刺激提示位置が存在しf:o

これらの結果は､最適刺激提示位置に手掛かり

刺激が捉示されたことにより生じる前頭連合野ニュー

ロンの遅延期間活動は､2ヶ所の手掛かり刺激提

示位位を同時に記憶しなければならないとき､異

なる叔適刺激提示位置を持つ他の前頭連合野の入

力により影響を受けることを示唆している｡

自由:22
てんかんモ≠ル,キンドリングにおけるニホン

サルの行動の研究

日吉俊雄 ･工藤達也 ･天野浩一朗･

三原忠紘 ･八木和一 ･清野昌一

(国立療養所静岡東病院)･

JuhnA.Wada(University

ofBritishColumbia,Neuroscience)

2匹のニホンザル (#1:3y6m,#2:3ylm )杏

用い,両側の京桃核,海馬,中脳網様体,帯状回,

運動野皮質に電極を留置した｡左肩桃核を1秒間

の後発射誘発閉値強度正弦定電流で1日2【乱 対

側上肢のけいれん出現後は1日1【乱 二次性全般

化発作 (以下GTC)が計5回惹起されるまで刺

激した く一次側キンドリング)02週間の休止期

をおいて右肩挑核を同様に刺激した (二次側キン

ドリング)0

発作症状の発展は,stage1:動作の停止と祖

先探索行動,stage2:刺激側顔面ちく擁,stage

3:対側の政面に始まり上肢ついで下肢へと拡

がる一側性のけいれん,stage48:さらに刺激側

上肢または下肢が含まれ,stage4b:GTCに至

る一速の経過が観察された｡stage4bに至るのに

要した刺激回数は#1:230回,#2:237回であ

り.発作症状の発展経過とあわせてすでに報告さ

■

れたアカゲザルの場合と同等であった｡

二次側キンドリングでは,#1は36回目の刺激

でstage3.53【司目の刺激でGTCが出現した｡

#2は長くstagelに留まった後,95回目に突然

GTCが出現した｡これらのGTCは必ず同側顔

面 ･上肢から始まる二次性全般化様憩,すなわち

一次側キンドリングでのGTCと同じ発作像を示

し,鏡像の発作を示したアカゲザルとは異なって

いた｡stag03の発作像は,#1では初めの間は

刺激対側の運動症状を示したが,GTC出現後,に
発作が退行した際には,#1.#2に同側の運動症

状を皇していたOこ中ら刺激同側に始まる運動発
作症状には,刺激側辺縁系の後発射が同側ではな

く対側の皮質に拡延していく脳波像が対応してい

た｡

以上のように,二次側キンドリングで枕察され

たGTCは一次側キンドリングで形成されたkindl

edseizureがtriggerされたものであった｡これは

ニホンザルではヒトと同様に二次てんかん原性が

形成されにくいことを示唆していると考えた｡.

自由:25

大脳薪皮巽における抑制系の発達

､ 山下晶子 (日本犬･医 ･第2解剖)･

サル前頭前野 (46野)では､GABAと共存

するCa結合蛋白質であるパルプアルブミン(P

A)とカルビンジン(CD)は､陽性細胞体の分

布や錐体細胞への入力位置が異なっており､l各々､

異なる性質を持つGABA細胞の指積であると考

えられる｡また､その発達過程を観察すると､生

後90日では､CDやPA陽性シナプス終末の数は

少なく､GABA抑制系はまだ充分に成熟してい

ないことが分かっている｡この時期は､一般にシ

ナプス数が一過性の増加を示し､現に非対称性の

興奮性シナプスは多く観察される時期でもある｡

(霊長類研究所年報24(1994年)に報告)
本実験では､より遅い時期である､生後4､6､

8カ月齢のサル新皮質におけるPAやCD陽性構

造を調べた｡どのステージにおいても陽性シナプ

ス終末の一過性の増加は見られなかった｡また､

通常電顕像でも､GABA細胞からの出力である

抑制性シナプス､つまり､対称性シナプスは街着

な増加を示さないことを確認した｡生後8カ月齢

では､PA陽性シナプス終末が鐘体細胞の細胞体
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